
☆リハトレーナー導入施設様限定セミナー☆ 

 
      『新総合事業への対応と地域密着型デイの 
               正しい理解と運営ノウハウ』 

【プログラム】 
■１４：００～１５：００ 
      新総合事業への対応と地域密着型デイの 
                        正しい理解と運営ノウハウ 
■１５：００～１５：１５ 
      休憩 
 
■１５：１５～１６：４５ 
      立食パーティー＆名刺交換会・まゆっこ体験 

          ～介護保険外サービスのご提案～ 
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平
成
２
７
年
度
介
護
保
険
改
正 

4月 

①新総合事業開始（27年4月～） 
 （Ａ）利用者：要支援→新総合事業への移行 
 （Ｂ）多様なサービスの開始 

8月  

2割負担開始 

28年4月 29年4月 30年4月 

３年間移行（猶予）期間あり（＊市区町村によって開始時期は異なる） 

②地域密着デイ開始（28年4月～） 
 （Ａ）小規模→地域密着へ移行／定員 
 （Ｂ）運営環境  

１年間移行（猶予）期間あり（＊市区町村によって開始時期は異なる） 
 

平成27年度介護保険改正の概要 

（介護予防）通所介護・訪問介護対象 

定員１８名以下の 

     小規模デイサービス対象 
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背景 
【新総合事業】 
市町村が中心となって、地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、 

多様なサービスを充実することにより、地域の支え合いの体制づくりを推進し、 

要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を可能とすることを目指すもの。 

【地域密着型サービス】 
増加が見込まれる認知症高齢者や中重度の要介護高齢者等が出来る限り 

住み慣れた地域での生活が継続できるようにするサービス。 

高齢者が住んでいる地域（住まい）を 

中心にケアを行う事 
（「地域包括ケアシステム」確立の一端を担う） 

「自助」「互助」「共助」「公助」の明確化 
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総合事業とは 
総合事業移行時期：平成27年3月～平成29年3月31日 

要支援者を受け入れているデイサービスは 

今後、新総合事業の「通所型サービス（第1号通所事業）」という事業になります 

厚生労働省 介護予防・日常生活支援総合事業ガイドラインより抜粋 
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総合事業 全体像 

厚生労働省 介護予防・日常生活支援総合事業ガイドラインより抜粋 
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総合事業利用までの流れ（見直し後） 

厚生労働省HPより抜粋 

地域密着型通所介護 
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通所型サービス 

どのサービスを提供するかは、各市区町村が決定 
その中から施設が選択する 
 
 

図の①～④の４つのサービスに分散化 

通所型サービス 
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通所型サービス 申請方法 

通所型サービス 
（現行の通所介護） 

通所型サービスＡ 
（緩和した基準による 
      サービス） 

平成27年3月31日時点で
介護予防通所介護の指定
を受けている事業所 

申請不要 

※みなし指定 

申請必要 

平成27年4月1日以降に 
介護予防通所介護の指定

を受けた事業所 
申請必要 

※指定を受けた時期により異なるので注意してください 

※みなし指定有効期間：平成27年4月から平成30年3月31日まで 
平成30年4月以降、通所型サービス（現行の通所介護）を 

提供する場合は、更新手続きが必要です 
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地域密着型通所介護 概要 

大規模型 
 
通常規模型 

 

 

都
道
府
県
指
定 

小規模型 
 

大規模型 
 
通常規模型 

 
地域密着（新設） 

 

都
道
府
県
指
定 

市
区
町
村
指
定 

地域密着型通所介護の条件 

定員１８名以下 
【地域密着型通所介護】 【通常規模デイサービス】 

平
成
２
８
年
４
月
～ 

（定員１０～１５名のデイ） 

⁼ 
＞ 
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運営基準 
■運営推進会議の設置（６ヶ月に１回） 

■管轄が都道府県より→市区町村へ 

■他市区町村からの新規の利用者制限 

■新しく施設を開設する際に多々条件あり 

第100回社会保障審議会介護給付費分科会資料より抜粋 
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地域密着型通所介護 運営について（運営推進会議） 

地域密着型サービスでは「運営推進会議」の開催が義務付けられます 
【開催の目的】 【開催期間】 

・運営の透明性を確保する 
・ご利用者様の暮らしの質の向上 
・行政、関係機関との連携 
・スタッフのスキルアップ 
 

６月に1回以上行う 
（年２回） 
 

【構成員】 

①ご利用者 
②ご利用者の家族 
③地域住民の代表者（町会） 
④市区町村職員及び地域包括支援センター職員 
⑤当該サービスについて知見を有する者（民生委員） 
※上記がなるべく全員出席が望ましい。 
 構成員は施設側で人員を探し決定する。 
 

【内容・議題】 

例えば、「施設について」「ご利用状況」 
「今年度職員配置」など施設によってテーマを決めて構わない 

【進め方、手順】 

①事業所内にて年間計画を立てる 
②案内状の作成・通知 
③会議実施 
④会議録作成、掲示 

＜参加予定者＞ 
・ご利用者様 
・ご利用者様ご家族 
・台東区役所 介護保険課 
・地域包括支援センター 
・町会役員 
・施設管理者 

＜議題について＞ 
・法人説明 
・施設理念 
・サービス内容 
・営業日時（営業日、休日、サービス提供時間） 
・利用定員 
・送迎範囲 
・スタッフ（職員体制、担当） 
・利用料金、加算内容 
・利用状況（利用人数、介護度、年齢、男女比） 
・質疑応答 
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地域密着型通所介護⇒通常規模に移行の注意点 
＜利用単価について＞ 

⁼ 
＞ 

3時間以上 
5時間未満 

地域密着型通所介護 通常規模 

要介護1 426単位 380単位 

要介護2 488単位 436単位 

要介護3 552単位 493単位 

報酬単価は約11％減 

＜申請書類について＞ 
 19名以上に行く場合は、定員変更ではなく現在指定を受けている 
 地域密着型通所介護を「廃止」し、新たに都道府県へ「指定申請」を行う。 

地域密着型通所介護＝定員18名以下 通常規模型通所介護＝定員19名以上 

現在17.18名で運営している施設は状況に応じ無理に19名にする必要は無く 
現状のままの方が月の報酬も高い。 
規模変更を行うのであれば20～25名まで行ける方が望ましい。 
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保険外サービス活用ガイドブック 



Copyright©salonoldies All Rights Reserved.  

保険外サービス 事例 

【生活支援】 【食事サービス】 【見守り支援】 
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①運動（手の運動） 
②記憶（エピソード記憶機能） 
③注意（文字位置照合） 
④視空間認知（時計描画） 
⑤言語（動物名想起） 
⑥思考（共通単語） 

①運動課題 ②記憶課題 
＜ファイブ・コグテスト＞ 

■評価記録■ 

見る→脳で理解（認知）→動作→結果→記録 

地域型認知症予防への取組 
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☑椅子に座ったままできる簡単な上肢・指の運動 
☑まゆ型の無線式コントローラーを両手で握り、腕を上下・斜め・回転させる 
 運動や指の握る力を測定 
☑内蔵センサーにより「可動範囲」「指示応答性」「バランス」などを測定。 
☑結果はその場で見える化（レーダーチャート）、個別データーベースを自動作成 
☑過去データより簡単に比較・検証可能 
☑リハトレーナーと同じ使い方やデータ共有が可能（ご利用者情報、運動情報） 
☑片麻痺の方にもバンド固定により対応可能 

コントローラー（まゆっこ） 液晶画面（まゆみちゃん） 

動作方法 ＊筑波大学との共同研究製品 
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          【効果判定】 
（腕の運動） 
■可動範囲  ■滑らかさ 

■対称性    ■指示応答性 

■安定性 
 

（指の運動） 
■バランス     ■滑らかさ 

■対称性       ■指示応答性 

■強さ 

■【レーダーチャート】 

加齢によって衰える脳機能（見る、聴くなどの知覚情報から動作
の指示を行う認知機能）が反映された運動データを定量化する
ことにより、より確かなエビデンスを得ることができ、認知症予防
を目的に筑波大と共同で「まゆっこ」を開発。 
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■【時系列グラフ】 ■【比較データ】 

☆過去データとの比較により 

  認知症予防プログラムや脳トレなどの 

   効果の確認 

 

☆次プログラムの方針の決定 

☆時系列データ（グラフ）により長期的な 

 心身的変化の確認。 

 

☆低下機能の分析 

今後、日常シーンに合せた様々なアプリケーションソフトの開発 
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2016年 
2025年 

６５歳～ 

１５～６４歳 

０～１４歳 

 ９月１９日【敬老の日】高齢者人口（総務省）： ６５歳以上：３４６１万人（過去最高）      
 （年齢別）７０歳以上：２４３７万人／７５歳以上：１６９７万人／８０歳以上：１０４５万人 

高齢者の人口推移 

85
歳
以
上
～ 

75
～
84
歳 
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高齢者 

地域密着 

新総合事業   

保険外 

サービス 

 

要介護 

 

規
制
緩
和 

多様なサービス提供 

■エビデンスのあるサービス提供 

■プロセスと評価の見える化 

■データの共有 

アイデア 

想像 

工
夫 

軽介護者 

（～要介護２） 

重介護者 

（要介護3～） 

認
知
症
等 

介護保険の方向性 

重要 

国の介護保険 

地域の介護保険 



Copyright©salonoldies All Rights Reserved.  


